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新型コロナワクチン予防接種についての説明書 

 

新型コロナウイルスワクチン接種について 

本ワクチンの接種は国と地方自治体による新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）ワクチン接種事業の一環として行われます。

本ワクチンの接種は公費対象となり、希望者は無料で接種可能です。なお、本ワクチンは 12 歳以上の方が対象です。 

 

ワクチンの効果と投与方法 

今回接種するワクチンはファイザー社製のワクチンです。新型コロナウイルス感染症の発症を予防します。 

本ワクチンの接種を受けた人は、受けていない人よりも、新型コロナウイルス感染症を発症した人が少ないということが分かってい

ます。（発症予防効果は約 95％と報告されています。） 

販売名 コミナティⓇ筋注 

効能・効果 SARS-CoV-2 による感染症の予防 

接種回数・間隔 ２回（通常、３週間の間隔） ※筋肉内に接種 

接種対象 12 歳以上（12 歳未満の人に対する有効性・安全性はまだ明らかになっていません。） 

接種量 １回 0.3 mL を合計２回 

 1 回目の接種後、通常、3 週間の間隔で 2 回目の接種を受けてください。（接種後 3 週間を超えた場合は、できるだけ速

やかに 2 回目の接種を受けてください。） 

 1 回目に本ワクチンを接種した場合は、2 回目も必ず本ワクチン接種を受けてください。 

 本ワクチンの接種で十分な免疫ができるのは、２回目の接種を受けてから７日程度経って以降とされています。また、感染を

完全に予防できる訳ではありません。ワクチン接種にかかわらず、適切な感染防止策を行う必要があります。 

 

予防接種を受けることができない人 

下記にあてはまる方は本ワクチンを接種できません。該当すると思われる場合、必ず接種前の診察時に医師へ伝えてください。 

 明らかに発熱している人（※1） 

 重い急性疾患にかかっている人 

 本ワクチンの成分に対し重度の過敏症（※2）の既往歴のある人 

 上記以外で、予防接種を受けることが不適当な状態にある人 

（※1）明らかな発熱とは通常 37.5℃以上を指します。ただし、37.5℃を下回る場合も平時の体温を鑑みて発熱と判断される場合

はこの限りではありません。 

（※2）アナフィラキシーや、全身性の皮膚・粘膜症状、喘鳴、呼吸困難、頻脈、血圧低下等、アナフィラキシーを疑わせる複数の症状。 

 

予防接種を受けるに当たり注意が必要な人 

下記にあてはまる方は本ワクチンの接種について、注意が必要です。該当すると思われる場合は、必ず接種前の診察時に医師

へ伝えてください。 

 抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝固障害のある人 

 過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる人 

 心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある人 

 過去に予防接種を受けて、接種後 2 日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われる症状がでた人 

 過去にけいれんを起こしたことがある人 

 本ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある人 

（うらへ続く） 

ファイザー社 

ワクチン用 

（2021 年８月） 

 

） 
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妊娠中、又は妊娠している可能性がある人、授乳されている人は、接種前の診察時に必ず医師へ伝えてください。 

本剤には、これまでのワクチンでは使用されたことのない添加剤が含まれています。過去に、薬剤で過敏症やアレルギーを起こし

たことのある人は、接種前の診察時に必ず医師へ伝えてください。 

 

接種を受けた後の注意点 

 本ワクチンの接種を受けた後、15 分以上（過去にアナフィラキシーを含む重いアレルギー症状を起こしたことがある方や、気

分が悪くなったり、失神等を起こしたりしたことがある方は 30 分以上）、接種を受けた施設でお待ちいただき、体調に異常を

感じた場合には、速やかに医師へ連絡してください。(急に起こる副反応に対応できます。) 

 注射した部分は清潔に保つようにし、接種当日の入浴は問題ありませんが、注射した部分はこすらないようにしてください。 

 通常の生活は問題ありませんが、当日の激しい運動や過度の飲酒等は控えてください。 

 

副反応について 

 主な副反応は、注射した部分の痛み、頭痛、関節や筋肉の痛み、疲労、寒気、発熱等があります。また、まれに起こる重大

な副反応として、ショックやアナフィラキシーがあります。なお、本ワクチンは、新しい種類のワクチンのため、これまでに明らかにな

っていない症状が出る可能性があります。接種後に気になる症状を認めた場合は、接種医あるいはかかりつけ医に相談しまし

ょう。 

 ごく稀ではあるものの、ワクチン接種後に軽症の心筋炎や心膜炎が報告されています(※)。接種後数日以内に胸の痛みや

動悸、息切れ、むくみ等の症状が現れたら、速やかに医療機関を受診してください。 

（※）1 回目よりも 2 回目の接種の後に多く、若い方、特に男性に多い傾向が見られます。 

 

予防接種健康被害救済制度について 

予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、なくすこと

ができないことから、救済制度が設けられています。 

 新型コロナワクチンの予防接種によって健康被害が生じた場合にも、予防接種法に基づく救済（医療費・障害年金等の給付）

が受けられます。申請に必要となる手続きなどについては、住民票がある市町村にご相談ください。 

 

 

新型コロナウイルス感染症について 
SARS-CoV-2 による感染症が発症すると、熱や咳など風邪によく似た症状がみられます。軽症のまま治癒する人も多い一方、重症

化すると、呼吸困難などの肺炎の症状が悪化し、死に至る場合もあります。 

 

今回接種する新型コロナウイルスワクチン（ファイザー社製のワクチン）の特徴 
本剤はメッセンジャーRNA（mRNA）ワクチンであり、SARS-CoV-2 のスパイクタンパク質（ウイルスがヒトの細胞へ侵入するために

必要なタンパク質）の設計図となる mRNA を脂質の膜に包んだ製剤です。本剤接種により mRNA がヒトの細胞内に取り込まれると、

この mRNA を基に細胞内でウイルスのスパイクタンパク質が産生され、スパイクタンパク質に対する中和抗体産生及び細胞性免疫応答

が誘導されることで、SARS-CoV-2 による感染症の予防ができると考えられています。 
 

本剤には、下記の成分が含まれています。 

有効成分  トジナメラン（ヒトの細胞膜に結合する働きを持つスパイクタンパク質の全長体をコードする mRNA） 

添加物  ＡＬＣ－０３１５：［（4-ヒドロキシブチル）アザンジイル］ビス（ヘキサン-6,1-ジイル）ビス（2-ヘ

キシルデカン酸エステル）   

 ＡＬＣ－０１５９：2-［（ポリエチレングリコール）-2000］-N,N-ジテトラデシルアセトアミド 

 ＤＳＰＣ：1,2-ジステアロイル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン 

 コレステロール   

 塩化カリウム 

 リン酸二水素カリウム 

 塩化ナトリウム 

 リン酸水素ナトリウム二水和物 

 精製白糖 

 

- 6-



新型コロナワクチン予防接種についての説明書 

 

新型コロナウイルスワクチン接種について 

本ワクチンの接種は国と地方自治体による新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）ワクチン接種事業の一環として行われます。

本ワクチンの接種は公費対象となり、希望者は無料で接種可能です。なお、本ワクチンは 12 歳以上の方が対象です。 

 

ワクチンの効果と投与方法 

今回接種するワクチンは武田／モデルナ社製のワクチンです。新型コロナウイルス感染症の発症を予防します。 

本ワクチンの接種を受けた人は、受けていない人よりも、新型コロナウイルス感染症を発症した人が少ないということが分かって 

います。（発症予防効果は約 94％と報告されています。） 

販売名 COVID-19 ワクチンモデルナ筋注Ⓡ 

効能・効果 SARS-CoV-2 による感染症の予防 

接種回数・間隔 ２回（通常、４週間の間隔） ※筋肉内に接種 

接種対象 12 歳以上（12 歳未満の人に対する有効性・安全性はまだ明らかになっていません。） 

接種量 １回 0.5 mL を合計２回 

 1 回目の接種後、通常、４週間の間隔で 2 回目の接種を受けてください。（接種後４週間を超えた場合は、できるだけ 

速やかに 2 回目の接種を受けてください。） 

 1 回目に本ワクチンを接種した場合は、2 回目も必ず本ワクチンの接種を受けてください。 

 臨床試験において、本ワクチンの接種で十分な免疫が確認されたのは、２回目の接種を受けてから 14 日以降です。また、

感染を完全に予防できる訳ではありません。ワクチン接種にかかわらず、適切な感染防止策を行う必要があります。 

 

予防接種を受けることができない人 

下記にあてはまる方は本ワクチンを接種できません。該当すると思われる場合、必ず接種前の診察時に医師へ伝えてください。 

 明らかに発熱している人（※1） 

 重い急性疾患にかかっている人 

 本ワクチンの成分に対し重度の過敏症（※2）の既往歴のある人 

 上記以外で、予防接種を受けることが不適当な状態にある人 

（※1）明らかな発熱とは通常 37.5℃以上を指します。ただし、37.5℃を下回る場合も平時の体温を鑑みて発熱と判断される場合

はこの限りではありません。 

（※2）アナフィラキシーや、全身性の皮膚・粘膜症状、喘鳴、呼吸困難、頻脈、血圧低下等、アナフィラキシーを疑わせる複数の症状。 

 

予防接種を受けるに当たり注意が必要な人 

下記にあてはまる方は本ワクチンの接種について、注意が必要です。該当すると思われる場合は、必ず接種前の診察時に医師

へ伝えてください。 

 抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝固障害のある人 

 過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる人 

 心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある人 

 過去に予防接種を受けて、接種後 2 日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われる症状がでた人 

 過去にけいれんを起こしたことがある人 

 本ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある人 

（うらへ続く） 

 

武田／モデルナ社 

ワクチン用 

（2021年８月） 
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妊娠中、又は妊娠している可能性がある人、授乳されている人は、接種前の診察時に必ず医師へ伝えてください。 

本剤には、これまでのワクチンでは使用されたことのない添加剤が含まれています。過去に、薬剤で過敏症やアレルギーを起こし

たことのある人は、接種前の診察時に必ず医師へ伝えてください。 

 

接種を受けた後の注意点 

 本ワクチンの接種を受けた後、15 分以上（過去にアナフィラキシーを含む重いアレルギー症状を起こしたことがある方や、  

気分が悪くなったり、失神等を起こしたりしたことがある方は 30 分以上）、接種を受けた施設でお待ちいただき、体調に異常

を感じた場合には、速やかに医師へ連絡してください。(急に起こる副反応に対応できます。) 

 注射した部分は清潔に保つようにし、接種当日の入浴は問題ありませんが、注射した部分はこすらないようにしてください。 

 通常の生活は問題ありませんが、激しい運動や過度の飲酒等は控えてください。 

 

副反応について 

 主な副反応は、注射した部分の痛み（※１）、頭痛、関節や筋肉の痛み、疲労、寒気、発熱等があります。また、まれ

に起こる重大な副反応として、ショックやアナフィラキシーがあります。なお、本ワクチンは、新しい種類のワクチンのため、これ

までに明らかになっていない症状が出る可能性があります。接種後に気になる症状を認めた場合は、接種医あるいはかかり

つけ医に相談しましょう。 

（※１）接種直後よりも翌日に痛みを感じる方が多いです。接種後１週間程度経ってから、痛みや腫れなどが起きることもあります。 

 ごく稀ではあるものの、ワクチン接種後に軽症の心筋炎や心膜炎が報告されています(※２)。接種後数日以内に胸の痛

みや動悸、息切れ、むくみ等の症状が現れたら、速やかに医療機関を受診してください。 

（※２）1 回目よりも 2 回目の接種の後に多く、若い方、特に男性に多い傾向が見られます。 

 

予防接種健康被害救済制度について 

予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、なくすこと

ができないことから、救済制度が設けられています。 

 新型コロナワクチンの予防接種によって健康被害が生じた場合にも、予防接種法に基づく救済（医療費・障害年金等の給付）

が受けられます。申請に必要となる手続きなどについては、住民票がある市町村にご相談ください。 

 

 

新型コロナウイルス感染症について 
SARS-CoV-2 による感染症が発症すると、熱や咳など風邪によく似た症状がみられます。軽症のまま治癒する人も多い一方、重症

化すると、呼吸困難などの肺炎の症状が悪化し、死に至る場合もあります。 

 

今回接種する新型コロナウイルスワクチン（武田／モデルナ社製のワクチン）の特徴 
本剤はメッセンジャーRNA（mRNA）ワクチンであり、SARS-CoV-2 のスパイクタンパク質（ウイルスがヒトの細胞へ侵入するために

必要なタンパク質）の設計図となる mRNA を脂質の膜に包んだ製剤です。本剤接種により mRNA がヒトの細胞内に取り込まれると、

この mRNA を基に細胞内でウイルスのスパイクタンパク質が産生され、スパイクタンパク質に対する中和抗体産生及び細胞性免疫応答

が誘導されることで、SARS-CoV-2 による感染症の予防ができると考えられています。 
 

本剤には、下記の成分が含まれています。 

有効成分  CX-024414（ヒトの細胞膜に結合する働きを持つスパイクタンパク質の全長体をコードする mRNA） 

添加物  SM-102：ヘプタデカン-9-イル 8-((2-ヒドロキシエチル)(6-オキソ-6-(ウンデシルオキシ)ヘキシル)アミノ)

オクタン酸エステル 

 コレステロール 

 DSPC：1,2-ジステアロイル-sn-グリセロ-3-ホスホコリン 

 1,2-ジミリストイル-rac-グリセロ-3-メチルポリオキシエチレン（PEG2000-DMG） 

 トロメタモール 

 トロメタモール塩酸塩 

 氷酢酸 

 酢酸ナトリウム水和物 

 精製白糖 
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新型コロナワクチン予防接種についての説明書 

 

◎ 必要な場合を除き、本ワクチンは原則として 40歳以上の人を対象に使用してください。 

◎ ただし、他の新型コロナワクチンに含まれる成分に対してアレルギーがあり接種ができない等、特にアストラゼネカ社のワ

クチンの接種を希望する場合は、例外的に 18歳以上40歳未満でも接種可能です。 

◎ 海外で、稀ではあるものの、血小板減少症を伴う血栓症、毛細血管漏出症候群、ギラン・バレー症候群などの脱髄疾

患が起きることが報告されています。接種に当たっては、リスクとベネフィットをご理解いただき、納得した上で接種してく

ださい。 

 

新型コロナウイルスワクチン接種について 

本ワクチンの接種は国と地方自治体による新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）ワクチン接種事業の一環として行われます。

本ワクチンの接種は公費対象となり、希望者は無料で接種可能です。 

 

ワクチンの効果と投与方法 

今回接種するワクチンはアストラゼネカ社製のワクチンです。新型コロナウイルス感染症の発症を予防します。 

本ワクチンの接種を受けた人は、受けていない人よりも、新型コロナウイルス感染症を発症した人が少ないということが分かってい

ます。（臨床試験を通じて、約 70％等の発症予防効果が確認されています。） 

販売名 バキスゼブリアⓇ筋注 

効能・効果 SARS-CoV-2 による感染症の予防 

接種回数・間隔 ２回（通常、４～12 週間の間隔） ※筋肉内に接種 

接種対象 原則として 40 歳以上 

接種量 １回 0.5 mL を合計２回 

 薬事承認上は、1 回目の接種後、４～12 週間の間隔で 2 回目の接種を受けることとなっています。ただし、最大の効果を

得るためには、８週以上の間隔をおいて接種することが望ましいとされています。また、接種後 12 週間を超えた場合は、でき

るだけ速やかに 2 回目の接種を受けてください。 

 接種対象年齢は、薬事承認上は 18 歳以上を対象に有効性・安全性が確認されていますが、諸外国における使用推奨

状況や年齢ごとのリスク・ベネフィットに関する報告等を踏まえ、現時点では原則として 40 歳以上を対象としています。 

 1 回目に本ワクチンを接種した場合は、2 回目も必ず本ワクチンの接種を受けてください。 

 臨床試験において、本ワクチンの接種で十分な免疫が確認されたのは、２回目の接種を受けてから 15 日以降です。また、

感染を完全に予防できる訳ではありません。ワクチン接種にかかわらず、適切な感染防止策を行う必要があります。 

 

予防接種を受けることができない人 

下記にあてはまる方は本ワクチンを接種できません。該当すると思われる場合、必ず接種前の診察時に医師へ伝えてください。 

 明らかに発熱している人（※1） 

 重い急性疾患にかかっている人 

 本ワクチンの成分に対し重度の過敏症（※2）の既往歴のある人 

 SARS-CoV-2 ワクチン接種後に血小板減少症を伴う静脈もしくは動脈の血栓症を起こしたことがある人 

 毛細血管漏出症候群の既往歴のある人 

 上記以外で、予防接種を受けることが不適当な状態にある人 

（※1）明らかな発熱とは通常 37.5℃以上を指します。ただし、37.5℃を下回る場合も平時の体温を鑑みて発熱と判断される場合

はこの限りではありません。 

（※2）アナフィラキシーや、全身性の皮膚・粘膜症状、喘鳴、呼吸困難、頻脈、血圧低下等、アナフィラキシーを疑わせる複数の症状。 

 

予防接種を受けるに当たり注意が必要な人 

下記にあてはまる方は本ワクチンの接種について、注意が必要です。該当すると思われる場合は、必ず接種前の診察時に医師

へ伝えてください。 

 抗凝固療法を受けている人、血小板減少症または凝固障害のある人 

 過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる人 

 心臓、腎臓、肝臓、血液疾患や発育障害などの基礎疾患のある人 

 過去に予防接種を受けて、接種後 2 日以内に発熱や全身性の発疹などのアレルギーが疑われる症状がでた人 

 過去にけいれんを起こしたことがある人 

 本ワクチンの成分に対して、アレルギーが起こるおそれがある人 

（うらへ続く） 

アストラゼネカ社

ワクチン用 

（2021年８月） 
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妊娠中、又は妊娠している可能性がある人、授乳されている人は、接種前の診察時に必ず医師へ伝えてください。 
本剤には、これまでのワクチンでは使用されたことのない添加剤が含まれています。過去に、薬剤で過敏症やアレルギーを起こし

たことのある人は、接種前の診察時に必ず医師へ伝えてください。 
 

接種を受けた後の注意点 
 本ワクチンの接種を受けた後、15 分以上（過去にアナフィラキシーを含む重いアレルギー症状を起こしたことがある方や、気

分が悪くなったり、失神等を起こしたりしたことがある方は 30 分以上）、接種を受けた施設でお待ちいただき、体調に異常を
感じた場合には、速やかに医師へ連絡してください。(急に起こる副反応に対応できます。) 

 注射した部分は清潔に保つようにし、接種当日の入浴は問題ありませんが、注射した部分はこすらないようにしてください。 
 通常の生活は問題ありませんが、当日の激しい運動や過度の飲酒等は控えてください。 

 
副反応について 
 主な副反応は、注射した部分の痛み、頭痛、関節や筋肉の痛み、倦怠感、疲労、寒気、発熱等があります。なお、臨床試

験では、これらの症状は２回目の接種時より 1 回目の接種時の方が、発現頻度が高い傾向が見られています。また、まれに
起こる重大な副反応として、ショックやアナフィラキシーがあります。本ワクチンは、新しい種類のワクチンのため、これまでに明ら
かになっていない症状が出る可能性があります。接種後に気になる症状を認めた場合は、接種医あるいはかかりつけ医に相
談しましょう。 

 ごく稀ではあるものの、ワクチン接種後に血小板減少症を伴う血栓症（※１）、毛細血管漏出症候群（※２）、ギラン・
バレー症候群などの脱髄疾患（※３）を発症した例が、海外で報告されています。接種後に次のような症状が現れたら、
速やかに医療機関を受診してください。  
（※１）持続する激しい頭痛、目のかすみ、息切れ、錯乱、けいれん、胸の痛み、足のやむくみや痛み、持続する腹痛、接

種部位以外の内出血（あざ）などの症状。なお、これらの症状の殆どは接種後 28 日以内に起きることが多く、ま
た、2 回目の接種後よりも１回目の接種後に起きることが多いです。 

（※２）手足のむくみ、低血圧などの症状。 
（※３）手足の力が入りにくいなどの運動障害、しびれなどの感覚障害、排尿・排便障害、目のかすみなどの視力障害。 

 
予防接種健康被害救済制度について 
予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こることがあります。極めてまれではあるものの、なくすこと

ができないことから、救済制度が設けられています。 
 新型コロナワクチンの予防接種によって健康被害が生じた場合にも、予防接種法に基づく救済（医療費・障害年金等の給付）
が受けられます。申請に必要となる手続きなどについては、住民票がある市町村にご相談ください。 

 

 
新型コロナウイルス感染症について 

SARS-CoV-2 による感染症が発症すると、熱や咳など風邪によく似た症状がみられます。軽症のまま治癒する人も多い一方、重症

化すると、呼吸困難などの肺炎の症状が悪化し、死に至る場合もあります。 

 

今回接種する新型コロナウイルスワクチン（アストラゼネカ社製のワクチン）の特徴 
本剤はウイルスベクターワクチンであり、SARS-CoV-2 のスパイクタンパク質（ウイルスがヒトの細胞へ侵入するために必要なタンパク質）

のアミノ酸配列をコードする遺伝子をサルアデノウイルス（風邪のウイルスであるアデノウイルスに、増殖できないよう処理が施されていま

す。）に組み込んだ製剤です。本剤接種により遺伝子がヒトの細胞内に取り込まれると、この遺伝子を基に細胞内でウイルスのスパイク

タンパク質が産生され、スパイクタンパク質に対する中和抗体産生及び細胞性免疫応答が誘導されることで、SARS-CoV-2による感染

症の予防ができると考えられています。 
 

本剤には、下記の成分が含まれています。 

有効成分  コロナウイルス（SARS-CoV-2）ワクチン（遺伝子組換えサルアデノウイルスベクター） 

（注：SARS-CoV-2のスパイクタンパク質のアミノ酸配列をコードする遺伝子を組み込んだサルアデノウイルス） 

添加物  L-ヒスチジン  

 L-ヒスチジン塩酸塩水和物 

 塩化ナトリウム 

 塩化マグネシウム 

 エデト酸ナトリウム水和物 

 精製白糖 

 無水エタノール 

 ポリソルベート 80 
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血をサラサラにする薬を飲まれている方へ

商品名 一般名

ワーファリン ワルファリンカリウム

プラザキサ ダビガトランエテキシラート

イグザレルト リバーロキサバン

エリキュース アピキサバン

リクシアナ エドキサバントシル酸塩水和物

抗凝固薬
不整脈、血栓症、心臓の手術後の方に処方されることが多いお薬です。

飲んでいるお薬によっては、出血すると止まりにくいことがあるので、
予診票でお薬の種類をおたずねしています。

ワクチンを受けることはできますが、接種後の出血に注意が必要です。

接種（筋肉注射）にあたっての注意点

・ 腕が腫れる・しびれるなどの症状が出たら、医師にご相談ください。
・ 接種にあたって、 お薬の休薬は必要ありません。

！ 接種後は、2分間以上、しっかり押さえてください。

血をサラサラにする薬には、次のような薬もありますが、
通常どおり接種を受けていただけます。

抗血小板薬など
動脈硬化、狭心症・心筋梗塞、脳梗塞後、下肢動脈閉塞症の方に処方されることが多いお薬です。

商品名 一般名

バイアスピリン アスピリン

パナルジン チクロピジン塩酸塩

プラビックス クロピドグレル硫酸塩

エフィエント プラスグレル塩酸塩

プレタール シロスタゾール

バファリン
アスピリン・ダイアルミ
ネート配合剤

ブリリンタ チカグレロル

商品名 一般名

コンプラビン配合錠
アスピリン・クロピドグ

レル硫酸塩

タケルダ配合錠
アスピリン・ランソプラ

ゾール

エパデール
イコサペント酸エチル

（EPA）

ドルナー、プロサイリン ベラプロストナトリウム

アンプラーグ サルポグレラート塩酸塩

など

対象の
お薬
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2021年9月9日

(ファイザー社、武田 /モデルナ社のワクチンについて )

● 新型コロナワクチンは、 非常に高い効果があります。 一方で、 接種後に

体内で免疫ができる過程で、 接種部位の痛み、 発熱、 倦怠感、 頭痛、 

筋肉や関節の痛み、 寒気、 下痢等 の症状が現れることがあります。

● 厚生労働省では、 国内数万人を対象に、 新型コロナワクチン

接種後の健康状況調査※を実施しましたので、 調査結果から、 

症状の経過等の概要をご報告します。

接種後に起こる可能性のある症状 (副反応)

発熱 (37.5℃以上)

■ 37.5～38℃　■ 38.0℃以上　全身倦怠感及び頭痛の発現頻度は、「軽度」、「中等度」、「高度」の合計を示しています。

全身倦怠感 頭痛

新型コロナワクチン接種後の
副反応への対応方法

○ いずれの症状も、大部分は接種の翌日をピークに発現し、数日以内に回復しました。

○ 最も多く見られたのは 接種部位の痛みで、1回目、2回目接種後いずれの場合も、

　 接種翌日は80%以上の方に見られました。

○ 発熱や全身倦怠感、頭痛等は1回目よりも2回目の接種後の方が、

　 症状の発現頻度が高くなる傾向にありました(下図)。

(※)症状の経過等については、健康状況調査 (新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業) の中間報告を基
に記述しており、ファイザー社については令和３年7月7日報告分、 武田/モデルナ社については同年8月26日報告分で
す。 詳しい情報は厚生労働省ホームページをご参照ください。
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https://www.youtube.com/watch?

v=hUI0W5gxRKo

副反応への対応方法(動画)

ワクチンの効果は高いですが、100％ではありません。

ウイルスの変異による影響もありえます。接種した後も、

マスクの着用など、感染予防対策の継続をお願いします。

https://www.mhlw.go.jp/stfseisakunitsuite/

bunya/vaccine_kenkoujoukyoutyousa.html

健康状況調査

接種後の生活

※ 症状が重い場合、長引く場合は、医療機関等への受診や相談をご検討ください。

○ 武田/モデルナ社のワクチンでは、1回目の接種から1週間程度経った後に、

接種した部位のかゆみや痛み、腫れや熱感、赤みなどの遅延性皮膚反応が見られました。

○ ファイザー社の１・2回目、武田/モデルナ社の2回目の接種時には、

接種後数日をピークに発赤やかゆみが見られました。

■ 軽度 ： 長径が＜2.0cm　■ 中等度 ： 長径が2.0～5.0cm

■ 高度 ： 長径が ＞5.0cm

■ 中等度 ： 痒みを感じるが、 薬剤を使用せず

■ 高度 ： 痒みを感じ、 薬剤を使用

発赤 かゆみ
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接種後の発赤、かゆみの経過・頻度

【発熱や痛み】

【かゆみや発赤】

● 市販の解熱鎮痛薬 (アセトアミノフェンや非ステロイド性抗炎症薬

[イブプロフェンやロキソプロフェン等])で対応いただけます。

● 妊娠・授乳中の方や胃潰瘍・腎機能障害・喘息などの

持病のある方は、薬剤師や医師にご相談ください。

● かゆい場合は冷やしたり、抗ヒスタミン剤やステロイドの

外用薬(軟膏等)を塗ると、 症状が軽くなります。こうした

成分は、 市販の虫刺されの薬などにも含まれています。

● 発熱時には、水分を十分に摂取することをお勧めします。

症状が出たときの対応

調査で使用された薬剤

アセトアミノフェン

ロキソプロフェン

ジクロフェナク

イブプロフェン

アスピリン
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三密を避ける、マスク、手洗いを徹底する。

いまや当たり前となったそんな新型コロナウイルス対策に新たな一手、新型コロナワクチンが加わりました。

ワクチンを受ける際には、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について、

正しい知識を持っていただいた上で、ご本人の意思に基づいて接種をご判断いただきますようお願いします。

みなさまに納得して接種をご判断いただけるように、情報提供に努めております。

新型コロナワクチンの詳しい情報については、厚生労働省のホームページをご覧ください。

新型コロナワクチンについて、よく知ってください。

厚労省 コロナ ワクチン

未
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る
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型
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増
え
ま
し
た
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ワクチン
接種
ワクチン
接種

新型コロナ新型コロナ

ワクチンを受けるにはご本人の同意が必要です。受ける選択。受けない選択。一人ひとりの判断、どちらも間違いではありません。
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